











































（一〇四六）十二月十九日に乳母であることから五位から加階され（ 『東宮冠禮部類記』 （ 『続群書類従』巻二九三） ） 、治暦四年七月廿五日













































。親子は白河の外祖父能信により選任（ 『禁秘抄』 （ 『群書類従』巻
四六七） ） 。白河朝で従五位下から正三位に叙され、堀河天皇朝覲行幸の際に従二位に叙された。白河践祚後も生存している乳母は親子一人であり、乳母の増員は ない。　
源俊明室の弟国明は白河院の「御ウシロミ」と呼ばれている源俊明






の可能性がある。幸子は少将という侍名で、後三条天皇・白河天皇・堀河天皇の三代にわたって掌侍として仕えた。誕生時からの乳母だが、配偶者については不明である。後三条天皇 意向で乳母に選任されたと考えられる。永保元年八月廿 日の元服の際に、従五位上 叙された。　
藤原香子。経国女で、三条源氏季宗の妻である。季宗 実仁親王母




















なったと思われる。定任女で、橘弘子 夫実宗の姉妹である 前典侍と見え、すでに五位だったための加階と考えられる。典侍 時期は不明だが、後三条天皇在 時だろう。配偶者は不明　
実仁親王の乳母選任は、後三条天皇・白河天皇と大きく異なってい






誕生時に乳母と見えるのは、藤原家子一人である（ 『為房卿記』 ） 。










年（一〇九四）四月五日に妹房子が典侍となり常陸と呼ばれる 、家子は侍名を変え、承徳二年正月十二日に従三位に叙される （ 『中右記』 ） 、大弐三位や帥三位と呼ばれる。　
藤原兼子（一〇五〇─一一三三） 。顕綱女で、讃岐典侍長子 姉







三） ） 。翌年・寛治元年（一〇八七）十二月八日に従四位下に叙された（ 『本朝世紀』 ） 。寛治二年十二月十七日に八十島祭使を務める（ 『後二条師通記』 『中右記』 ） 。寛治七年二月廿二日の篤子内親王立后で髪上理髪を行った際に乳母三位と見える（ 『後二条師通記』 ） 。康和三年（一一〇一）十二月卅日に妹長子が典侍となり、それを機 侍名を伊予に変える。伊予守は夫敦家（寛治四年没）の極官である。　
藤原師子。師仲女である。白河朝で、承暦四年に典侍となり（ 『朝
野群載』巻四） 、紀伊典侍と呼ばれる 永保元年（一〇八 ）賢子弟源雅実との間に顕通を生む。前者二人より遅く、白河天皇の意向で堀河の乳母になったと考えられるが、時期 ついては不明である。寛治五年正月廿二日の媞子内親王立后で髪上理髪を行う（ 『中右記』 ） 。寛治七年八月廿日に乳母であることが見える（ 『中右記』 ） 。承徳二 に正四位下に叙され、康和二年正月十一日に長年の典侍労による叙一階を求めた（ 『朝野群載』巻四） 。その後、前者二人より遅れて三位となる（ 『中右記』嘉承二年七月廿 日） 。　
藤原光子（一〇六〇─一一二一） 。隆方女で、藤原公実の妻であ
る。光子は、堀河天皇の同母姉令子内親王 乳母も務めている（ 『長秋記』 『永昌記』大治 年七月廿六日） 。堀河の乳母への選任は白河院の意向と思われるが、践祚以前については乳母であったか 確認ができない。寛治元年十二月廿八日に典侍となり、従五位上に叙される（ 『本朝世紀』 ） 。寛治四年に通季（公実三男） 、康和三年に璋子を出産。康和四年正月十五日、従三位に叙され 中右記』 ） 、弁三位と呼ばれる 五 六日誕生の鳥羽の後見にあたるため、堀河天
皇のそばを離れる。光子は二代乳母とするのが定説だが、 『公卿補任』永久三年の息子通季に「先朝御乳母。當今御時尚候禁中」と見え、鳥羽天皇に対しては正式な乳母ではない。鳥羽朝の天永三年（一一一二）三月十八日、 白河院六十賀後宴の日に従二位に叙された（ 中右記』 ） 。元永元年（一一一八）正月廿六日、娘の璋子が鳥羽天皇の妻・中宮になり、翌年五月廿八日には孫（崇徳天皇）が誕生。　
藤原家保（堀河天皇の翌年誕生）の母藤原経平女も、堀河天皇の乳














員。嘉承二年（一一〇七）七月十九日、堀河天皇崩御を受けて鳥羽天皇が践祚。十月廿六日にようやく乳母二人が典侍となった（ 『殿暦』『中右記』 ） 。産後一ヶ月くらいに増員された乳母二人の践祚後の活動は確認できない。　
藤原悦子。季綱女で、藤原顕隆の妻である。顕隆は、堀河天皇の乳
母光子の甥であり、白河院 「よる 関白」と称される 物である。
院政期天皇の乳母の選任について（山口希世美）
一六八






ばれる 白河院 意向による選任だろう。践祚後の嘉承二年十月廿六日に典侍になり、従五位下 叙された。 二月一日の即位の際に褰帳役になる予定だったが、十一月十四日に父公実が亡くなったため、讃岐典侍藤原長子が代わ に行った。三位 叙された時期については後述するが、永久三年四月十六日にはすでに大納言三位と呼ばれて（ 『殿暦』 ） 。崇徳朝の大治四年（一一二九）七月廿六日の令子内親王出家の際に大蔵三位と呼ばれて侍名を変えている（ 『永昌記』 ） 実子は令子内親王の乳母子であり、鳥羽天皇の譲位を機に、主な仕え先を令子内親王に変えたと思われる。　
永久二年二月十一日の朝覲行幸の際に、乳母として「藤公 」と


























成（一一〇七誕生）等を出産。いつ崇徳の乳母とされたか、践祚以前に確認できない。宗子は、父隆宗が近江守だったこ から、近江の侍名で呼ばれている。保安四年二月十九日、即位の際に褰帳役を務めているのが、乳母としての初見である（ 『中右記』 ） 。天治元年十二月十三日、八十島祭使を務め る（ 「中右記目録」 ） 。大治四年正月廿四日、没した（ 『中右記』 三位に なっている（ 『尊卑 脈』 『公卿補任』 ） 。　
藤原隆子。隆宗女で、宗子の姉妹である。夫宗俊の姓は不明であ
る。いつ乳母とされたかは不明だが、天治元年正月五日に従四位下に









生） ・定隆（一一三四誕生 等を産む。清隆は待賢門院別当であり、鳥羽院別当でもある。鳥羽院の意向による選任だろう 近衛は、誕生後約一か月の保延五年六月廿七日に入内の儀式があり その車に家子が同乗した（ 『台記』 ） 誕生時からの乳母だろう。侍名は二条殿。即位で褰帳役を務めたことから康治元年（一一四二）正月九日に正五位下、十一月廿六日には従四位下に叙された 『本朝世紀』 ） 天養元年（一一四四）正月五日に三位、久安六年（一一五〇）十月二日に従二位に叙された（ 『台記』 ） 。　
藤原盛子。践祚以前に確認できず、出自や配偶者も不明である。康










二年（一一二七）九月十一日に誕生。第四皇 で、崇徳天皇の同母弟、近衛天皇の異母兄である。保延五年（一 三九）十二月廿七日に元服するも、同年に近衛が生まれており、後白河の登極の可能性は低くなっていた。近衛天皇は目の病を抱え、後白河の王子（守仁親王・二条天皇）を後継者として譲位を望んだが、鳥羽院が許さず、久寿二年（一一五五 七月廿三日に崩御。近衛天皇の意向を受け入れつつ、父親王を無視できず、翌日、後白河天皇が中継ぎ 天皇として登極した。すでに母璋子は亡くなっており、父鳥羽院も保元元年（一一五六）七月二日 崩御すると、後白河天皇の朝覲行幸先は得子となる後白河天皇の践祚が、得子の力によった表れである。　『今鏡』によると、後白河誕生時に藤原基隆女と藤原師隆女の二・三人の乳母がいたというが、践祚以前に出仕を止めたり、亡くなっている。基隆は家範男で、母は堀河天皇乳母家子である。師隆女は、後
白河同母姉統子内親王の乳母を務めた藤原通基妻一条と同人の可能性がある。乳人として藤原朝子がいたというのが定説だが、朝子と通憲の子供達の誕生時期などから、私は疑問を持っている。践祚後に乳母が典侍に任じられるこ は多いが 後白河天皇践祚後に任じられた典侍三人の姓名は不明である（ 『兵範記』久寿二年九月廿六日） 。　
藤原朝子（？─一一六六） 。父については、兼長または兼頼の二説



















集』の後白河が登極前に崇徳院と同居していた頃の話に、坊門殿（師子）が今様の初声を連れ 来たことが書かれ る。師子が後白河の女房であった可能性は高い。二条の乳母になった時期は不明だ 幼少期から仕えていたと思われる 乳母への選任も後白河の意向だろう。久寿二年十二月九日、東宮（二条）元服の日、乳母であることから師子は従五位下又は従五位上に叙された（ 『東宮冠禮部類記』 『兵範記』 ） 。侍名は、東宮時代は坊門殿であっ が、践祚後には大納言三位と呼ばれる（ 『山槐記』応保元年（一一六一）十 月廿七 ） 。　
源重子。師重女で、師子の妹。配偶者は不明である。師子と共に幼
少期から仕えていたと思われ、東宮の の宣旨である（ 『東宮冠禮部類記』 ） 。保元三年十二月廿日、即位で右の褰帳役を務め、典侍・であることが見える（ 『兵範記』 ） 。践祚後に乳母になった可能性が高い。　
源保子。清和源氏光保女。侍名は土佐。鳥羽院晩年の寵人であった
ことから東宮の乳母になっている（ 『今鏡』 ） 。つまり、二条 養育に関わっていない人物が、乳母とされたのである 先朝の御手付き 女房を乳母に任じる例はすでに見られるが、出産未経験が明らかなのは
初見だろう。保子の乳母選任は、祖父鳥羽院の意向ということになる。践祚後に典侍も兼ねた（ 『禁秘抄』 ） 。しかし、平治の乱で父光保が失脚 以後、保子は史料で見られない。　
平時子（一一二六─一一八五） 。時信女で、母は令子内親王の半物
である。時子は、平清盛の後妻である。二条天皇の元服や即位の時には乳母として見えず 治の乱で失脚し 源保子に替えて乳母に任命されたと思われる。つまり、践祚後に乳母となったのである。授乳・養育には関わらず、しかも、乳母が交代して任命されると う、選任方法の新たな傾向である。後白河院や二条自身による選任だろう 永暦元年（一一六〇）十二月十五日に娘の 女が典侍として八十島祭使を務めると、十二月廿四日に典侍・乳母として時 従三位に叙され（ 『山槐記』 ） 、帥三位と呼ばれるようになる。六条朝の仁安元年（一一六六）十月廿一日に従二位に叙される（ 『兵範記』 ） 。　
藤原惟方を二条天皇の乳母子とする『十訓抄』の説がある。惟方は

























で、高倉天皇が成人した後もそばに仕えた。配偶者 不明である。帥は、高倉天皇の性教育のため副臥し、治承元年（一一七七）春に高倉天皇の最初の子・功子内親王を産む（ 『愚昧記』十月廿八日） 。　
平清子（一一四六─一一七八） 。時信女で、高倉天皇母滋子の妹で
ある。侍名は中納言。仁安三年三月十一日、清盛の猶子として典侍に任じられ、六位から従五位下に叙され、四月六日に従五位上に叙された。八月四日の行幸の日までの間、典侍とは見えるが、乳母と見えない。十二月四日、践祚後に典侍に任じられたことから乳母労で正五位下に叙された。よって、践祚後に任じられた乳母である。その後 平宗盛（清盛三男）と結婚 嘉応元年（一一六九）四月廿三日、賀茂祭使を務める。十月廿五日、典侍を辞す（以上『兵範記』 ） 。治承二年十一月の安徳誕生の際に乳付役をする予定だったが、腫物のため閏六十五日に出家（ 『山槐記』 、三位になっている。七・八月頃に亡くなった。　
藤原経子。家成女で、平重盛（清盛長男）の妻である。立太子の日



























で、その他に乳人がいる。乳人は時子（清盛妻・安徳天皇祖母）の女房で、遠江 侍名で呼ばれた源通清女で、源親房の妻である。遠江は、寿永二年（一一八三）七月廿五日、二人の乳母や平家と共に安徳天皇に従って都を離れた（ 『吉記』 ） 。いわゆる「平家都落ち」である。　
藤原領子。顕時女である。高倉天皇の母建春門院滋子 異母兄時忠
（時子同母弟）の妻である。治承二年十一月十二日、安徳天皇の誕生時に乳付役をし（以下特筆の無い限り『山槐 、そのまま乳母になる。領子は六月廿五日 時忠の子 出産したが、すでに乳は出なくなっていた。洞院の侍名で呼ばれ 践祚を機 帥典侍と呼ばれる（三月一日・八日） 。五 八日、従五位上に叙される（ 『山槐記』 『吉記』 ） 。翌年・養和元年（一一八一）四月十六日に賀茂祭使を務める。　
藤原輔子。邦綱女で、邦子・綱子の同母姉妹である。平重衡（清盛










て仕えている。践祚後に乳母が典侍 任じられることが多いが、後鳥羽天皇の場合、乳母ではない典侍 二人任じられている（ 『玉葉』九月三日） 。そして、登極の日、天皇の乳母についてはまだ定められていないことが記され いる（ 『玉葉』八月廿 ） 。このことにより、誕生後の授乳・養育する《皇子の乳母》と、 《 の乳母》とでは、区別されて ることが判明する。　
藤原範子。南家藤原氏範兼女である。僧侶能円（平時子異父弟）の
妻で、承安元年（一一七一 に在子を産む 後鳥羽 授乳をしたかは不明だが 幼い頃から乳母として仕えている。妹の兼子（のちの卿二位）も乳母とされることがあるが、乳母と記された一次史料を確認できていない。範子の選任は、高倉院の後宮を采配していた時子の意向だろう。安徳天皇や夫能円が都落ちした約一か月後の寿永二年日に後鳥羽天皇が登極する。範子 刑部卿典侍と呼ば るが（ 『吾妻鏡』文治二年五月廿九日） 典侍になった時期は不明であ 文治三年（一一八七）十一 八日の朝覲行幸の日に、乳母を五位 もなのに 位に叙すことにつ て検討されており、六位のままであったよ
うだ（ 『玉葉』 ） 。この時に三位に叙されたと思われる。村上源氏通親と再婚し、通光、定通、通方 出産により、建久元年（一一九〇）には出仕しない日が続いていた（ 『玉葉』四月廿六日） 。娘の在子が通親の養子として内裏に出仕し、建久六年十一月一日 在子は後鳥羽 皇子（土御門天皇）を産む。　
高階愷子。清章女で、藤原実清の妻である。八条院女房から、元暦
元年（一一八四）四月八日に典侍に任じられ 従五位下 叙された（ 『吉記』 ） 。侍名は丹波。愷子は後鳥羽の登極後に乳母に任じられた可能性が高い（ 『禁秘抄』 ） 。七月廿八日の即位で右の褰帳役を務め、乳母と見える（ 『山槐記』 ） 。しかし、太宰大弐だった夫 実清が十二月廿一日に出家し、翌年・文治元年正 亡くなった。その影響だろう、以後、愷子の活動は確認できない。　
藤原保子。能保女で、母は源頼朝同母妹である。文治二年十月廿六






































した傾向が続くことになる。乳母の人数 増えたのは 授乳のため乳母の他に、養育、教育のための 母が増員されていっ 結果である。そのため、乳母には出産経験や育児経験 重要視され選任されていた。授 や養育に携わる乳母は、養君より年齢は高く、養君より先に亡くな 場合もあり 天皇在位期間中に人数が減るという変化 あるはずである 白河天皇までは明らか 乳母の は って る。　
前章で、践祚後に乳母が新たに任命される例が見られた。践祚後の




に乳母が増員されたと考えるのも問題がある。天皇の 定員があるように感じるのであ 。後一条天皇の万寿三年（一〇二六）十二月十五日と長元四年（一〇三一）十二月十三日（ 『左経記』 ） 、堀河天皇の承徳二年（一〇九八）十二月八日（ 『中右記』 ） 、近衛天皇の久安六年（一一五〇）正月十 日（ 「台記別記」巻三） 、二条天皇の応保元年（一一六 ）十 月廿七日（ 『山槐記』 ） 、高倉天皇の承安元年（一
院政期天皇の乳母の選任について（山口希世美）
一七六

















九月八日、最後に行われたのは後堀河天皇の元仁元年（一二二四）十二月十二日で 次代の四条天皇でも準備が進められたが実行されなかった。その間、天皇一代に一度行われている。在位期間 短い安徳・仲恭天皇では行われていないが、史料のない清和・陽成・宇多・円融・花山・一条・後冷泉・白河天皇については行われた可能性 高い。　
八十島祭の起源については諸説ある。しかし、院政期について論じ
る本論では、院政期の状況が確認できれば良い。院政期に 、朝廷から御巫の派遣が無くなり、陰陽道の祓の影響が見られるが、神祗祭祀としての祓が行われている。穢れや喪により延期されること あるは、神祗祭祀と考えら たからである。使いとし 内侍が摂津国難波に派遣されることは一貫している。掌侍二例と五位蔵人一例 確認できるが（藤原保子については典侍の間違いと思われる） 、それ以外は全て典侍 、その多くは天皇の乳母である。　
祭使の派遣に際して、典侍の人事を変えてまで、乳母が派遣される































あった（ 『天祚礼祀職掌録』 、 『御堂関白記』寛弘八 八月廿三日） 。冷泉天皇の時に初めて典侍が見られ、後朱雀天皇以後 、左を王氏（女王又は源氏） 、右を典侍が務め、堀河天皇以後の右は乳母典侍が多い。鳥羽天皇の時は、乳母藤原実子が務める予定だったが、そ 父公実の喪により讃岐典侍藤原長子が代りを務めた（ 『讃岐典侍日記』 ） 。　
乳母典侍が多いのは、ただの典侍より天皇により身近な乳母典侍が







日） 、乳母が多い。篤子内親王立后の際には、典侍ではない乳母三位藤原兼子が務めている また、後鳥羽天皇の時代 建久元年（一一九〇）四月廿六日の藤原任子立后の理髪のために、喪中の藤原保子に代わり、後鳥羽天皇の 子であった中納言典侍が、未婚で乳母に任じられている。　
院政期では天皇と皇后が必ずしも夫婦ではなく、藤原泰子（鳥羽院












求められた役割の歴史的変化について具体的に述べてきた。院政期での最初の変化は、白河天皇の時の東宮実仁親王 時である。養育目的で誕生より後に乳母が付けられる事は摂関期にも見られたことだが、実仁の場合は合計八人、元服時に五人と乳母の人数がとても多い。そして、増員された乳母は、配偶者 存在が重視されて選任され いる。一族の扶持後見を期待して乳母が任命されたのである。後世の乳母・乳父の人数と比較して考えられる事は、個々の乳 及びそ 一族に、天皇一人を支えるだけの後見力・財力はまだ無いと うこと なる。　
次の変化は、崇徳天皇の誕生の際に、乳母のほかに乳人が見られる








た女性（源保子・平時子）が、乳母に任命された。政治勢力の移動により、乳母の入れ替えが行われ、 《皇子の乳母》と《天皇の乳母》の断絶が起こった である。後見力を期待されたゆえに、後見ができなくなれば、新 な後見者としての乳母を付ける必要があったのである。成人後に乳母が付けられる事例としては、後白河天皇の時 藤原朝子にも可能性がある。朝子の夫信西 後白河天皇の乳父で り、二条天皇の乳父が時子の夫平清盛な は歴然である。そして、六条皇・高倉天皇の時には乳父の一族で乳母が占められる。乳父 近親者の女性を乳母に選出する傾向は以後も続き、未婚者さえも乳母に任じられるようになる。後鳥羽天皇の時では、授乳者・養育 の《皇子の乳母》と後見者としての《天皇の乳母》とでは、はっきりと区別されている。　
このように、院政期には乳父の存在が次第に重要視され、その近親






四人という定員があるように、公的に《天皇 乳母》に認められる定員が二 であることを述べ 。後鳥羽天皇の際に、誕生後の授乳・養育に携わる《皇子の乳母》と、 《天皇 乳母》 区別 はっきりと意識されており、公的 天皇の乳母に認められる人数が二人なのは、摂
関期より続いてることである。この《天皇の乳母》という官職が、践祚後に乳母が任命される いう制度の根底にあるのである。　
第三章では、乳母が典侍を兼ねて記録される事例として、八十島祭
使、賀茂祭女使、即位時の褰帳命婦、立后時 理髪役が確認 き ことから それぞれの意義を論じた。特に八十島祭使については、八十島祭の実行が乳父個人 財力に頼っているために、 はその妻や娘である必要があり、彼女たちが《天皇の乳母》 任じられることになるの 。　
本論において、院政期天皇の乳母の役割の選任条件が、扶持後見重












































（） 堀河天皇の乳母については、新田孝子「堀河天皇の乳母たち」 （ 『栄花物語の乳母の系譜』 （前注
（） ）の研究がある。
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（（） 橋本義彦「乳父管見」 （初出一九六九年） 『平安貴族社会 研究』一九七六年
　
吉川弘文館、秋山喜代子「乳父について」 （前注
（（） 。
（やまぐち
　
きよみ
　
文学研究科歴史学専攻博士後期課程）
（指導教員：今堀
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教授）
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